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目的
本書は次の目的のために作成されています。

次の概念の理解
 ▪ サービス見積
▪ 見積状況
▪ 見積計算方法

本書では、読者が LN サービスに関する知識を有していることを前提としています。

本書の概要
このガイドでは、｢サービス見積｣ の各種概念について説明します。

本書の使い方
本書はオンラインヘルプのトピックから構成されています。
詳細は、次のオンラインヘルプを参照してください: サービスモジュール
本書で参照されているセクションを見つけるには、目次を参照してください。
下線が付いた用語は、用語集定義へのリンクを示しています。本書をオンラインで表示している
場合は、下線付テキストをクリックすると、本書の最後にある用語集定義にジャンプします。

コメント
弊社は常に文書の見直しや改善を行っていますが、この文書に関するご意見、ご要望などありま
したら、documentation@infor.com  にご連絡ください。
送信の際には文書番号およびタイトルを明記してください。情報が具体的であるほど迅速な対応
が可能です。

Infor へのお問い合わせ
Infor 製品に関するお問い合わせは、Infor Xtreme Support ポータル www.infor.com/inforxtreme
をご利用ください。
製品リリースに関する更新情報は、この Web サイトに掲載いたします。このサイトを定期的にご
確認ください。
Infor ドキュメントに関するご質問・ご意見は、 documentation@infor.com  までご連絡くださいま
すようお願いいたします。
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この章では、サービス見積機能の概要を示します。

サービス見積
今日では、以前に比べて、製品には非常に多くのサービス構成要素があります。営業活動を円滑
かつ効率的に行うため、製品を定期的にメンテナンスおよびサービスすることが重要です。
品目のサービス/修理についてサービスプロバイダに問い合わせる顧客は、実際にサービス/修理を
行う前に見積、すなわちサービス/修理作業に対する価格提案を要求します。契約管理モジュール
を使用して、顧客用の見積サービス/修理費の価格提案/見積を作成できます。

Infor LN サービス | サービス見積ユーザガイド | 7

1
第1章
概要



8 | Infor LN サービス | サービス見積ユーザガイド

概要



この章では、｢サービス見積｣ モジュールの概念について簡単に説明します。

見積状況
品目のサービス/修理についてサービスプロバイダに問い合わせる顧客は、実際にサービスを行う
前に、サービス活動の見積/価格提案を要求します。LN は、メンテナンス販売オーダが作成され
て修理作業を開始できるようになる前に、価格提案に対していくつかの状況を割り当てます。
LN は、提案に対して実行されたアクションに基づいて、価格提案の状況を変更します。

見積状況
 ▪ [フリー] : 見積が作成されたとき、状況は ｢フリー｣ です。
▪ [出力済] : 見積が外部文書として出力され、レビュー用に顧客に送信されると、見積状況

が ｢出力済｣ に変更されます。
顧客から見積について交渉したいという要求があると、見積状況は再び [フリー] になりま
す。必要に応じて見積を変更した後、再び見積が出力され、レビュー用に顧客に送信され
ます。顧客は、最終的に見積を承認するまで、何度も見積をレビューできます。
注意
見積の状況を [出力済] から [フリー] に変更するには、次のセッションで、適切なメニュー
の [修正] オプションを使用します。

▪ メンテナンス販売見積 (tsepp1100m000)
▪ メンテナンス販売見積 (tsepp1100m100)

▪ [承認] : 顧客が見積を承認すると、見積の状況が ｢承認｣ になります。

▪ [処理済] : 顧客が提案を承認した後、適切なメニューの [処理] オプションを使用して、見
積データからメンテナンス販売オーダを作成します。見積の状況が [処理済] になります。
見積にリンクされたすべての見積ラインが、部品のメンテナンスラインとしてメンテナン
ス販売オーダにコピーされます。

▪ [取消] : 顧客が見積を拒否すると、見積の状況が ｢取消｣ になります。

重要

状況が [承認] の有効な見積のみがメンテナンス販売オーダに処理されます。LN は、現在の日付が
見積の発効日と失効日の間に該当する場合に、見積が有効であると分類します。
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見積金額の計算方法
品目のサービス/修理を探している顧客は、サービスプロバイダに対して、予防メンテナンスや故
障修理のために必要なサービス/修理の見積原価についての提案を要求します。
提案金額を計算するために、LN は以下の要素を考慮します。
 ▪ 割引
▪ 保証
▪ 契約
▪ 修理保証

提案金額を計算するために、LN は、デフォルト値が存在する場合、すべての原価ラインの販売価
格を取得します (原価ラインは、メンテナンス/修理を実行するために発生する任意のタイプの原
価です)。

提案方法
次の方法に基づいて提案を作成できます。
 ▪ [固定]

[固定] 提案方法では、メンテナンス販売オーダ (MSO)/作業オーダで追加原価ラインを指
定した後でも、見積販売金額は固定されたままです。
作業オーダが実行されると、追加の資源所要量を計上するために追加原価ラインが追加さ
れることがあります。この新しい原価ラインは顧客に請求されません。
見積の処理後、LN は、見積についてメンテナンス販売オーダ (MSO) を作成します。作成
されたメンテナンス販売オーダにリンクされた作業オーダがクローズされると、LN は、
タイプが [見積請求] で金額が見積販売金額と同じ [適用範囲ライン] を作成します。メンテ
ナンス販売オーダの見積請求書ラインのみ、顧客に対して請求できます。
LN が見積に対してメンテナンス販売オーダを作成した後、新規原価/適用範囲ラインを作
業オーダ/メンテナンス販売オーダに追加すると、LN によって、MSO の発生元見積が固
定価格の提案見積であることが通知されます。割引、保証、契約によって適用されない原
価ライン金額は、見積に追加されます。原価ラインに対する正味請求額はゼロ (0) です。
注意
必要に応じて、見積の価格提案方法を [固定] から [固定プラス] に変更できます。その手順
は次のとおりです。

▪ 次のいずれかのセッションで、適切なメニューの [固定プラス見積に変換] を選択しま
す。
▪ メンテナンス販売見積 (tsepp1100m000)
▪ メンテナンス販売オーダ - 部品ライン (tsmsc1110m000)

▪ メンテナンス販売オーダ - 適用範囲ライン (tsmsc1120m000) セッションで、 [見積]
チェックボックスをオフにします。

▪ [固定プラス]
価格提案方法 [固定プラス] は、価格提案方法 [固定] と似ていますが、追加原価ラインが個
別に請求される点が異なっています。
メンテナンス販売オーダの原価計算を行う場合、新規原価/適用範囲ラインおよび見積請
求書ラインを請求できます。

10 | Infor LN サービス | サービス見積ユーザガイド

サービス見積の概念



▪ [予算インジケータ]
すべての適用範囲ラインを顧客に請求できます。見積原価ラインが追加、修正、または削
除されるたびに、LN によって見積販売金額が更新されます。価格提案における見積販売
金額は、概算です。実際の金額は異なる場合があります。
LN は、価格提案方法が [予算インジケータ] の場合、MSO で [見積請求] ラインを作成しま
せん。すべての適用範囲ラインは単独で顧客に請求されます。

労務単価の検索パス (サービス契約)
サービス契約およびサービス見積では、労務費の原価条件を定義するときに、LN で労務単価コー
ドを取得する検索基準を指定することができます。このデフォルト設定された労務単価コードに
基づいて、原価および販売単価を使用して労務費の原価条件の原価および販売額を計算します。
契約管理パラメータ (tsctm0100m000) セッションの [検索パス] フィールドで、労務単価コード
の取得に使用する 3 つの属性を定義することができます。

LN では労務単価を次の順序で取得します。
 ▪ レベル 1
▪ レベル 2
▪ レベル 3

LN では、この検索基準を使用してサービス契約またはサービス見積の労務単価を指定します。労
務単価がレベル 1 で指定されていない場合、レベル 2 で指定されている労務単価が考慮されます。
労務単価がレベル 2 で指定されていない場合、レベル 3 で指定されている労務単価が考慮されま
す。

労務単価は、各レベルに定義されている次の有効値からデフォルト設定することができます。
 ▪ 部署
▪ サービスエリア
▪ シリアル番号付品目グループ
▪ 設置グループ
▪ 参照活動
▪ タスク
▪ スキル
▪ 適用なし

例

デフォルトの労務単価コードは、契約労務費条件 (tsctm1132m300) セッションで定義された労務
費の原価条件に関連付けられている ｢タスク｣ から取得されます。｢タスク｣ が指定されていない場
合は、契約構成ライン (tsctm1110m300) セッションで定義された ｢参照活動｣ から取得されます。
｢参照活動｣ に労務単価コードが定義されていない場合、労務単価コードは ｢参照活動｣ の ｢サービ
ス部署｣ から取得されます。

注意

ERP Enterprise では、2 つのレベルで同じオプションを選択することはできません。たとえば、
｢部署｣ にレベル 1 が設定されている場合、第 2 および第 3 レベルを ｢部署｣ に設定することはで
きません。
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第 1 レベルの値が ｢適用なし｣ に設定されていない場合は、第 2 レベルのみ設定することができま
す。第 2 レベルの値が ｢適用なし｣ に設定されていない場合は、第 3 レベルのみ設定することがで
きます。

サービス契約の契約条件とサービス契約見積
契約に関して、契約ラインを適用範囲ライン、価格設定ライン、またはこの 2 つの組合せのいず
れにするかを指定できます。

適用範囲条件
適用範囲条件には、期間と費用負担方法についての契約、およびその契約の費用が登録されます。
これは、サービス契約 (見積)、設置グループ、適用範囲タイプ、条件タイプ、連番 (の組合せ) に
ついて作成できます。条件の原価額と販売額も保存されます。定義された適用範囲条件は、サー
ビス契約期間中有効です。カウンタモデルのメインカウンタの時間または値に応じて、これらの
条件をフェーズすることも可能です。適用範囲条件は、原価条件で指定できます。
契約見積の [適用範囲条件] および契約の [適用範囲ライン] は、契約見積適用範囲条件
(tsctm1120m200) セッションおよび契約条件 (tsctm1120m300) セッションで定義します。

価格設定条件
サービス契約またはサービス契約見積の構成ラインに、価格設定条件を構成できます。この構成
価格設定条件は、価格設定テンプレートとしても使用できます。構成ラインでは、時間と材料タ
イプの価格条件 (詳細な価格設定データを含む) または固定修理価格を選択できます。時間および
材料を使用して、材料の販売価格、労務費、雑費を定義します。品目に行ったメンテナンス/サー
ビスの固定修理価格として、固定価格を使用します。価格設定条件を設定するには、契約構成ラ
イン (tsctm1110m300) セッションで [契約価格タイプ] フィールドを [時間と材料] または [固定修
理価格] に設定します。

注意
 ▪ [契約価格タイプ] フィールドが有効になるのは、契約構成ライン (tsctm1110m300) セッ

ションの [価額] チェックボックスがオンの場合のみです。
▪ 価格設定条件は、契約管理パラメータ (tsctm0100m000) セッションの [サービス契約の

価格の使用] チェックボックスがオンの場合にのみ使用できます。

契約適用範囲および契約価格設定条件
サービスオーダについて、同じ構成ラインに適用範囲条件および価格設定条件 (時間と材料タイプ
のみ) を構成することができます。LN では最初に取引の販売価格を定義し、その後適用範囲条件
を定義します。原価条件での販売価格は合意済の価格ですが、適用対象の販売額および適用対象
の原価額は適用範囲です。

注意
 ▪ [契約価格タイプ] フィールドが有効になるのは、契約構成ライン (tsctm1110m300) セッ

ションの [価額] チェックボックスがオンの場合のみです。
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▪ 価格設定条件は、契約管理パラメータ (tsctm0100m000) セッションの [サービス契約の
価格の使用] チェックボックスがオンの場合にのみ使用できます。

固定価格
[固定修理価格] タイプの契約価格設定を定義するには、契約構成ライン (tsctm1110m300) セッ
ションで [契約価格タイプ] フィールドを [固定修理価格] に設定します。固定価格は、合意済の価
格に基づく約定です。程度の差はあっても時間、材料などが費やされると、総マージンのみが影
響を受け、顧客は合意済の価格のみを支払います。オーダ別に固定価格を設定する場合、各取引
(フィールドサービス活動またはメンテナンス販売オーダの部品メンテナンスライン) は指定された
サービス契約価格で請求されます。オーダに記帳された原価には関係ありません。

価格条件および適用範囲条件の使用
サービスオーダ/メンテナンス販売オーダに適用可能なサービス契約で、適用範囲条件/価格条件を
使用できます。

サービスオーダでの ｢時間と材料｣ タイプの価格条件の使用
 ▪ サービスオーダについて、LN ではサービス契約価格条件から販売価格を取得します。こ

の販売価格をサービス原価ラインに使用します。 [価格発生元] を [サービス契約] に設定し
ます。

▪ サービス契約価格条件を定義しない場合には、販売価格は価格帳の労務費からデフォルト
設定されます (通常の価格設定データ)。 [価格発生元] が [その他] に設定されます。

▪ サービス原価ラインが固定価格の適用対象でないために、販売価格を適用できない場合
は、 [価格発生元] が [適用なし] に設定されます。

サービスオーダの実際原価について、次のことが行われます。
 ▪ 価格条件に定義された販売価格は、サービス契約の価格条件から取得されます。 [価格発

生元] が [サービス契約] に設定されます。
▪ 販売価格が見つからない場合、材料原価ラインの販売価格は通常の価格設定データに基づ

き、労務原価ラインの販売価格は適用可能な労務単価に基づき、その他の原価ラインの販
売価格は適用可能な通常の価格設定データに基づいて決定されます。 [価格発生元] は [そ
の他] に設定されます。

▪ 販売価格をマニュアルで変更すると、 [価格発生元] が [マニュアル] に設定されます。
▪ 原価が見積または固定価格の適用対象でないために、販売価格を適用できない場合は、

[価格発生元] が [適用なし] に設定されます。

注意

価格設定契約で労務の価格条件を定義する場合、労務単価は価格条件に定義されている販売価格
を使用してデフォルト設定されます。価格条件に販売価格が定義されていない場合、労務単価は
サービスオーダパラメータ (tssoc0100m000) セッションで定義されている検索パスに基づいてデ
フォルト設定されます。契約は常に最初に存在するため、検索パスには含まれていません。
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メンテナンス販売オーダへの ｢時間と材料｣ タイプの価格条件の
使用
 ▪ メンテナンス販売オーダについて、LN では原価タイプに関連付けられている価格条件で

定義された販売価格が取得されます。 [価格発生元] が [サービス契約] に設定されます。
▪ 販売価格が見つからない場合、販売価格は通常の価格設定データに基づいて決定されま

す。 [価格発生元] は [その他] に設定されます。
▪ 販売価格をマニュアルで変更すると、 [価格発生元] が [マニュアル] に設定されます。
▪ 原価が見積または固定価格の適用対象でないために、販売価格を適用できない場合は、

[価格発生元] が [適用なし] に設定されます。

｢時間と材料｣ タイプの契約適用範囲と価格の使用
適用範囲原価条件および価格設定条件を取引ごとに適用する場合、LN では最初に価格条件 (時間
と材料) を取引に適用し、その後適用範囲条件に適用します。サービス契約は価格条件 (時間と材
料) および適用範囲条件に使用できるので、LN では、価格条件が適用可能かどうか、または適用
範囲条件が適用かどうかを判断するインジケータを使用します。

サービスオーダへの ｢固定価格｣ タイプの価格条件の使用
サービスオーダについて、LN ではサービス契約価格条件から販売価格を取得します。サービス
オーダ、サービスオーダ活動は、そのオーダに記帳された原価に関係なく、サービス契約に定義
されている合意済の販売価格で請求されます。サービスオーダ請求書ラインはサービスオーダ固
定価格 (tssoc2115m000) セッションで作成します。ここには販売価格および請求データが含まれ
ます。サービスオーダ請求書ラインの販売価格は、サービス契約で合意済の固定価格からデフォ
ルト設定された合意済の販売価格です。 [価格発生元] が [サービス契約] に設定されます。

メンテナンス販売オーダへの ｢固定価格｣ タイプの価格条件の使
用
メンテナンス販売オーダの部品ラインについて、価格設定方法が [固定オーダ価格] に設定されて
いる場合、メンテナンス販売オーダの部品ラインの販売価格は合意済の販売価格です。品目がメ
ンテナンス販売オーダ - 部品ライン (tsmsc1110m000) セッションで定義されている場合にのみ、
この販売価格がデフォルト設定されます。
価格設定方法が [固定オーダ価格] に設定されている部品メンテナンスラインで、次のことが行わ
れます。
 ▪ 販売価格がサービス構成ラインから取得されます。 [価格発生元] が [サービス契約] に設定

されます。
▪ サービス構成ラインに販売価格が定義されていない場合、販売価格は品目 - サービス

(tsmdm2100m000) セッションで定義されている [販売価格] に基づいて決定されます。メ
ンテナンス販売オーダ - 部品ライン (tsmsc1110m000) セッションで、 [価格発生元] が
[その他] に設定されます。

▪ 販売価格をマニュアルで追加すると、 [価格発生元] が [マニュアル] に設定されます。
▪ 販売価格を定義しないと、販売価格は通常の価格設定データに基づいて決定されます。
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｢固定修理価格｣ 方法に設定された価格条件で適用範囲ラインを作成し、販売価格および請求デー
タを保存します。サービスオーダ請求書ラインの販売価格は、サービス契約で合意済の固定価格
からデフォルト設定された合意済の販売価格です。このラインの価格発生元に、メンテナンス部
品ラインの価格発生元が取り込まれます。メンテナンス部品ラインにリンクされたその他すべて
の適用範囲ラインについて、メンテナンス販売オーダ - 部品ライン (tsmsc1110m000) セッション
で [価格発生元] が [適用なし] に設定されます。

適用可能な価格設定条件/適用範囲条件の検索パス
適用可能な価格設定条件/適用範囲条件を定義するには、LN で次の検索パスを使用します。
 ▪ シリアル番号が付いていない設置グループおよび品目基準。LN の検索対象は次のとおり

です。
a. 設置グループおよび品目に定義されている条件
b. 設置グループにのみ定義されている条件
c. 品目に定義されている条件

▪ 設置グループ基準。LN では設置グループに定義されている条件を検索します。
▪ シリアル番号付品目基準。LN の検索対象は次のとおりです。

a. シリアル番号付品目に定義されている条件
b. シリアル番号付品目の親品目に定義されている条件 (親品目が存在する場合)
c. 設置グループおよび品目に定義されている条件
d. 設置グループにのみ定義されている条件
e. 品目に定義されている条件
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適切なメニュー
コマンドは、 [表示] 、 [参照] 、および [アクション] メニューに分散されているか、ボタンとして
表示されます。旧リリースの LN および Web UI では、これらのコマンドは [特定] メニューに配置
されます。
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